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ライフサイクル地震動シナリオを用いた 
RC造建築物の経済性能指標に関する研究 

ライフサイクル入力地震動 

はじめに 
仙台地区における修復費用を合わせた建設コストが抑えられる構造特性は？ 
 

図3 ライフサイクル耐震費用指標 

解析結果（修復費用を等高線図で表示） 

東北大学大学院 工学研究科 都市・建築学専攻 適応設計工学研究室  

東北大学オープンキャンパス 建築構造物の経済性能設計 

これまでは供用期間中の複数の中小地震とそれによる損傷の累積を考慮していない 
そこで供用期間中に必要とされるライフサイクルコストを算出し，最適設計への展開を試みる 
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供用期間中に発生が予想される 
中小地震を含めた年最大地震動 
の組み合わせ 

𝛼𝛼：ひび割れ開始時の損傷指標 
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 ―    修復費用モデル 
 
 

  ○       実在建物の修復－費用関係 
 

 

： i 番目のN年非超過確率 

： i 番目のN年超過確率 

： 建物の供用期間 

𝐹𝐹𝑖𝑖 

𝑃𝑃𝑖𝑖 

N 

壁率 ベースシア係数 終局塑性率 
100 0.61 1～4 
90 0.58 1～4 
80 0.55 1～4 
70 0.51 1～4 
60 0.47 1～4 
50 0.43 1～4 
40 0.37 1～4 
30 0.3 1～4 
20 0.2 2～5 

解析方法 

最適設計は 
ベースシア係数0.3～0.4 
終局塑性率4～5 

表1 解析パラメータ 

卸町地区 仙台駅周辺地区 青葉山キャンパス地区 

強度を上げると効果あり 

強度、靭性能を上げると 
効果あり 

図2 損傷－修復費用モデル 

⑴ 𝑃𝑃𝑖𝑖 = 1 − 1−𝑃𝑃0
𝑒𝑒𝑖𝑖−1

 

⑵ 𝐹𝐹𝑖𝑖 = 1 + ln (1−𝑃𝑃𝑖𝑖)
𝑁𝑁

 

昇順 

N年 

N年 

地震ハザード曲線から⑴、⑵式を用いて年最大速度の組合せを作成 
さらに地盤増幅率を乗じ、ランダムに発生する組み合わせを50通り作成 
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1                     50年 1                     50年 1                     50年 卸町 仙台駅 青葉山 
キャンパス 

建物を補修する 
・降伏後 

・降伏前 
ひび割れ点を超えて．．． 

初期剛性低下 

剛性を元に戻す 

建物を補修しない 

図1 解析モデル 

𝛿𝛿𝑀𝑀  𝛿𝛿𝑢𝑢 

建築構造物 
 ・多質点モデル 
 ・復元力特性：Tri-linear型 
 ・履歴則：Takedaモデル 
 ・減衰定数：5％（瞬間剛性比例型） 

（2）式を用いて得られた 
超過確率群に相当する 
工学的基盤速度を算出する 
地震の 
大きさ順 

i=1 i=2 i=3 i=4 ・・ i=50 

50年 
超過確率 

10.0
% 
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% 

87.8
% 

95.5
% 

・・ 
100
% 

本研究では𝑃𝑃1＝10％を想定 

写真1 RC造3階建例 

修復モデル 
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